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【平成２０年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が

見込まれる 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費

の減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

本研究課題は、CMOS 材料のプロセス技術により、リング共振器の屈折率の電気光学的

変調による「変調と波長可変フィルタ機能の統合化」の実証、大型 SiGe 結晶の成長、フォ

トニック結晶共振器による機能統合化の提案、などを目的とし、SiCMOS 技術の将来にと

って重要な研究である。電子回路で決定的な実績をもつ CMOS とのデバイスレベルでの競

合を避け、論理表現上一階層上の二分決定グラフにより、光回路素子の優位性を確保する、

という応用までを視野に入れた研究である点に特色がある。 

 機能の統合化の原理実証、リング共振器の屈折率の電気光学的変調の定量化、産学連携に

備えた大型高品質結晶の育成など、これまでのところ要素課題に関する実績を着実に高めて

いる。しかし、本研究課題の最終的な成否は、機能統合の要となる光学的機能の制御性の実

現と二分決定グラフによる情報処理にかかっている。この点で、研究組織の戦力にやや懸念

があることから、これらにエネルギーを集中する方が良いと考える。 

 
【平成２２年度 研究進捗評価結果に対する検証結果】 

 

 研究進捗評価結果どおりの成果が達成された。 


